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 解 説  

 

１．外資企業（商社・小売）の設立フローについて 

  現在中国では企業設立についてはオンラインでの手続きに移行しています。主な

流れは次の通りです。 

 ① 社名申請・登記（市場監督局：1 営業日） 

 ② 営業許可証申請（市場監督局：5 営業日） 

 ③ 外商投資情報報告 

  （商務主管部門等の連合システムでオンライン処理：1 営業日） 

 ④ 公用印作成・登録（3 営業日）→契約等にて使用する会社の印鑑 

 ⑤ 税務企業情報の登記（税務機関） 

 ⑥ 人民元基本口座開設（5 営業日） 

 ⑦ 貿易権登記（10 営業日） 

 ⑧ 外貨登録・資本金口座開設（10 営業日） 

 ⑨ 税務登記と法定代表人の実名認証（3 営業日）⇒税関関連（12 営業日） 

 ⑩ 資本金口座への送金 

 【注意】銀行口座開設、税務登記には代表者が現地の関係機関に出向く必要があり

ます。 

   

２．会社設立時に決定しておくべきこと 

  会社設立をする際に必ず決めておく事項は次の通りです。 

 ① 登記住所（※外資企業が登記できる住所が必要） 

 ② 董事長、総経理及び監査人の選出、税務担当者の登記 

 ③ 中国現地での連絡先（中国の携帯電話番号） 

 ④ 経営範囲（具体的な業務内容） 

Ｑ． 

 当社は中国に独資で商社を設立する予定です。企業設立や現地での口座開設

にあたっての注意点を教えてください。（商社） 

 

Ａ 

 中国では企業設立がオンライン化されています。外資出資の制限対象業種に

商社は含まれていないため 100％独資での現地法人設立が可能です。銀行口座開

設や税務登記にあたっては、代表者が現地に赴く必要があります。そのため、日

本人を代表者とする場合、現地へ渡航する必要があるため注意が必要です。 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/31_China_Investment.pdf

